
 旧基本構想 (岡山 ESD プロジェクト～2014) 

１．趣旨 

 現在の世界共通の課題の一つとなっている｢持続可能な開発（Sustainable Development ：以下、SD
という)」ができる社会を構築していくため、2005年 1月から｢国連持続可能な開発のための教育の10 年｣

（United Nat ions Decade of Education for Sustainable Development ：UNDESD)が開始され、同年

9 月に UNDESD 国際実施計画(以下、｢国際実施計画｣という)、2006 年 3 月には、UNDESD 国内実施

計画(以下、｢国内実施計画｣という)が策定されました。

 同時に、国連大学では UNDESD を推進するため、世界各地域でそれぞれの関係者が連携を強化して、

地域の特性に応じた ESD に取り組むとともに、その成果や課題を共有化することにより、ESD の効果

的な推進を目指す｢E S D に関する地域の拠点｣(Regional Cent re of Expertise on Education for 
Sustainable Development ：RCE)構想を提唱しました。

 岡山地域では、この考え方に賛同し、2005 年 4 月、関係各組織・団体間等の関係者で構成する岡山

ESD 推進協議会を設け、この協議会を中心に、岡山地域で効果的な ESD を推進していくことを目指し

て「岡山 ESD プロジェクト基本構想案」を作成し、広く公表するとともに、これに基づく活動を開始し、

同年 6 月には国連大学から世界で最初の RCE のひとつに認定されました。

 プロジェクトが開始されて 4 年を経過し、一定の成果や課題等が明らかとなってきたことから、2005
年に策定した基本構想案を見直し、新たに、今後、地域全体で効果的な ESD を推進していくため、関係

各組織が取り組むべき共通の方向性を明らかにした新たな基本構想を策定することとしたものです。

２．これまでの取組の成果と課題 

 岡山 ESD プロジェクトが開始されて以降 4 年間で、岡山 ESD プロジェクトへの参加組織は約 40 か

ら約 100 組織に増え、市域の小学校区の約 6 割で何らかのプロジェクト関連活動が行われているほか、

公民館や大学等の ESD 活動が活発化し、世界的にも注目されてきています。

 また、広域的な ESD の推進に主体的に取り組む組織や、公民館区（中学校区）全体で ESD に取り組

む地域が増加するなどの成果が上がってきています。このように、各組織等における主体的な取組の輪

が広がっていることに伴い、岡山 ESD 推進協議会自体の役割が次第に変化してきており、設置当時に比

べて、主に、各組織間の活動の調整機能面に重点を置くことが求められています。

 一方、このプロジェクトが目指す地域全体の意識改革や、持続可能な社会の実現という面ではまだま

だ課題が多く、今後、効果的な ESD プログラムの開発、教員研修、参加型学習のファシリテーターや組

織間コーディネーターの育成、ESD 活動の育成・支援、地域全体への啓発等について、各組織が連携し

て取り組むための体制強化が求められています。

 さらに、現在、世界全体で RCE 認定地域が 55 地域となるなど、国内外における ESD の取組が広がっ

てきている中で、世界最初の認定地域として、岡山地域の成果や経験に関する情報提供や交流等を通じ

て、他の地域の ESD の推進に貢献していくことが期待されてきています。



３．基本構想見直しの基本的考え方 

（1）2005 年に策定した岡山 ESD プロジェクト基本構想(案)が、RCE 認定の要件となった経緯 を踏ま

え、少なくとも「国連・持続可能な開発のための教育の 10 年」の終了年にあたる 201 4 年度まで

は、現案の基本的な枠組みは維持する。

（2）4 年間のプロジェクトの成果や課題等を踏まえ、現在、岡山 ESD プロジェクトに主体的に取り組

んでいる組織の関係者間で共有でき、かつ実現可能なものとする。

（3）地域内の各組織が、主体的に ESD に取り組む方向にあることを踏まえ、このプロジェクトを地域

全体で推進していく上での各主体の役割を明確化する。

（4）プロジェクトを発展させていくための調査・研究、評価については、専門的な知識・技能を有する

大学等の研究組織等の役割が強まる体制が構築されていくことを目指す。

（5）スケジュールや目標等の設定に当たっては、このプロジェクト自体は、本来、地域全体で長期的に

取り組むべき課題である一方、短期的には、2014 年度が一つの区切りとなることに留意する。

４．プロジェクトの基本的事項 

（1）活動対象地域 

 この事業の対象地域は、岡山市を中心に周辺の市町村などを加えた地域としますが、対象地  域

に関わらず、必要に応じて、市域外の ESD 関連組織と連携を図ることにより、個別の活動や地域全

体の活動の推進を図ります。

（2）岡山 ESD プロジェクトの対象分野

このプロジェクトの対象分野は、これまでの実績から、環境教育と国際理解教育を中心とします

が、「国連・持続可能な開発のための教育の 10 年国際実施計画」に例示されている視点を考慮し、

環境、社会、経済、文化の要素をできるだけ取り入れることとします。また、他の分野の活動につ

いても、ESD の推進を目指す活動との情報交換・連携を強化することとします。

（3）プロジェクト期間

このプロジェクトは、DESD を地域レベルから推進することを目指すものであるため、その実施

期間は、2005 年 4 月からの 10 年間とするとともに、2 年間ごとの事業期間を設定し、それまでの

成果や課題を踏まえて、その枠組みや推進体制、具体的な取り組み内容等についても必要な見直し

を図ることとします。また、プロジェクトの趣旨に基づく活動は、今後、長期的に取り組まれてい

くことが必要であることから、プロジェクト期間終了後には、地域内で、関係各組織による主体的

な ESD が継続的に推進されていく枠組みが確立されていくことを目指します。

５．プロジェクトの視点 

このプロジェクトは、以下の視点に立って実施します。

（1）岡山地域の ESD に係わるすべての組織・個人の主体的な参加と協働を進める地域全体が SD に

関する認識を深め、持続可能な社会の実現に取り組む輪を広げていくため、ESD に係わるすべての

組織・機関、個人が、このプロジェクトに主体的に参加し、協働して取り組む体制づくりを推進し

ます。

（2）組織等の特性・能力に応じた取組を進める ESD に関して、今まで取り組まれてきた実績・成果を



踏まえ、各組織・機関等がそれぞれの特性や能力を生かした取組を一層強化して、それぞれの役割

を担うことにより、地域全体で効果的な ESD を推進していくことを目指します。

（3）取組に関する成果・評価を踏まえて、個別の取組やプロジェクト全体の見直し・強化を図るこのプ

ロジェクトには、今後解決すべき難しく複雑な課題があります。このため、これに係わる各組織の

取組に関する評価や成果に基づき、それぞれの取組を見直し、さらに強化するとともに、必要に応

じて、地域全体で効果的な ESD を推進する観点から、種々の組織間の連携による取組の強化、プロ

ジェクトの枠組みや推進体制の見直し等を図ります。なお、プロジェクトの運営に当たっては、そ

の透明性の確保などに十分配慮します。

６．プロジェクトの目的と目標 

このプロジェクトは、｢持続可能な社会の実現に向け、共に学び、考え、行動する人が集う地域づくり」

を目的とし、それを実現するための目標を次のとおりとします。

（1）国連大学が示す RCE の考え方や、国際実施計画、国内実施計画に基づいて ESD に取り組むととも

に、岡山地域の ESD 関連各組織・団体間等の活動の状況を把握し、連携の強化や、活動レベルの向

上等により、現在の岡山地域における ESD の課題を明らかにした上でその解決を図り、地域の特性

に応じた ESD を推進すること。

（2）岡山地域に暮らし活動するすべての人々の SD に関する理解や知識が深まることにより、地域内で

自主的・積極的に持続可能な社会づくりに取り組む組織や人の輪を広げていくこと。

（3）岡山地域外で ESD に取り組む人たちとの交流・連携・情報発信を図り、UNDESD の推進に貢献

していくこと。また、これを踏まえて、当面のプロジェクトの数値目標を次のとおりとします。

①全小学校区で、最低年 1 回以上の ESD が実施されていること。

②地域全体で、150 以上の組織が岡山 ESD プロジェクトに参加している。

③中学校区等の地域単位の多様な組織が連携して行う ESD ブロジェクトが 4 以上ある。

④持続可能な社会づくりに関する活動に、自主的、積極的に取り組む人の数を、この事業の対象地

域人口の 10％以上確保すること。

７．プロジェクトの推進方策 

このプロジェクトの目的を踏まえて、次の事項に取り組むこととします。

（1）プロジェクト推進組織がそれぞれの役割を担うとともに、連携を強化するプロジェクトに取り組む

各組織や機関が、それぞれの役割を担うとともに、連携を強化して、岡山地域の特性に応じた ESD

を効果的に推進していくため、次の事項に取り組みます。

1） 岡山 ESD 推進協議会 

このプロジェクトに取り組む各組織間の連携・調整を図るとともに、地域全体で、効果的な ESD が

推進されていくため、次の役割を担います。

（ア）岡山 ESD プロジェクトの基本方針の策定

（イ）プロジェクトの趣旨に合致した活動及びこれに取り組む組織の指定や支援、協働によるプロ

ジェクトの推進

（ウ）ESD に取り組む各組織間の連携や交流の推進、連絡調整



（エ）地域全体の ESD に関する知識・理解の向上

（オ）ESD に取り組む他地域や関係機関との情報交換や交流の推進

また、この役割に基づいて具体的な事項を進めるため、次の附属組織を設けます。

A．委員会

地域全体の ESD に関わる組織の関係者で構成し、プロジェクトの推進方針や岡山 ESD 推進協

議会の活動方針等を決定します。

B．運営委員会協議会

活動自体に参画する組織の関係者で構成し、委員会の方針に基づき、協議会の取組についての

具体的な検討や、このプロジェクトに参加する組織・活動の指定や支援、協働事業等について

検討します。また、協議会会長の指示に基づき、必要に応じて運営委員会内に部会を設けて、

このプログラムの推進方針について検討し、その結果を委員会に報告します。

C．評価委員会

このプロジェクトに係る各組織や活動の成果の評価等を行います。

D．事務局

岡山市環境局環境保全課内に設置し、委員会の決定や運営委員会の検討結果に基づき、上記(イ)
～ (オ)の事項等に関する具体的な協議会活動を行います。また、委員会及び運営委員会、ESD
評価委員会の会議運営等を行います。

2） 重点取組組織 

 岡山地域で ESD 活動に取り組む組織の中で、岡山 ESD プロジェクトの趣旨に賛同して、研修

や情報交換、取組成果の提供等を行う組織を協議会が指定するものです。

    また、指定の対象は、原則として、ESD に取り組む組織全体を指定することとしますが、組織

自体が大きい場合などには、必要に応じて、個別の活動単位で指定することとします。

    なお、重点取組組織の中で、財政的な基盤が極めて弱い組織については、協議会が、その活動

経費の一部を助成することとします。

3） 中核組織 

   重点取組組織をはじめ地域内で行われる様々な ESD 活動を支援するため、指導者の育成や異なる

組織間の連携・交流のコーディネート、地域全体の ESD 活動に関する情報発信等の特定の機能等に

関して、地域全体の ESD 推進の中核機能を有する組織です。

《参考》

平成 20 年度現在の該当組織としては、下記の組織が考えられます。

A．岡山大学ユネスコチェア

    持続可能な社会づくりに資する人材育成のために、「地域」「海外」「学内」の場で教育研究活動

を推進するため、岡山大学全学の組織として 2007 年に設立された。国際レベルや地域レベルで、

持続可能な社会づくりに貢献する人材の育成、カリキュラムの作成、開発途上国への環境管理に

関する技術・知識の移転を目的として実践教育等を行っている。

B．岡山理科大学環境教育地域支援研究会

大学の ESD 実践活動の可能性を検証する試みとして、環境教育と地域環境研究にスポットを当

てて、地域住民の環境に関する意識のボトムアップにチャレンジすることを目的に、学部・学科



横断の組織として設立された。笹ヶ瀬川と旭川をキーワードとして、学生・教員・地域の小学生

から大人まで多様な人々が情報を共有して様々な角度から環境を考えるために水質調査やアンケ

ート調査、シンポジウム開催などの活動を行っている。また、学生主体の環境ボランティアサー

クルへの支援も行っている。

C．岡山市役所

ESD 関連部局（環境保全課、国際課、公園緑地課、男女共同参画課、デジタルミュージアム等）

を中心として、このプロジェクトの趣旨に沿った取組をそれぞれの本来の所管業の中で進めていく

ことにより、このプロジェクトの中核組織としての役割を担う。

D．岡山市教育委員会

指導課、生涯学習課、中央公民館等を中心として、学校教育や生涯学習の分野で、このプロジェ

クトの趣旨に沿った取組をそれぞれの本来の所管業の中で進めていくことにより、このプロジェク

トの中核組織としての役割を担う。

4） 中間支援組織 

重点取組組織をはじめ、地域で様々な ESD 活動に取り組む組織等を支援する機能を有しており、プ

ロジェクト全体の推進に貢献する組織です。

《参考》

平成 20 年度現在の該当組織としては、下記の組織が考えられます。

A．岡山県地球温暖化防止活動推進センター

    地球温暖化対策推進法に基づき、地域の地球温暖化対策に関する普及啓発を行う組織として指

定されている組織で、市民等への情報提供や活動支援等を行っている。

B．財団法人おかやま環境ネットワーク

    地域の大学や市民団体、企業等の関係者で設立された組織で、岡山の自然とくらしに関する環

境保全および環境問題の解決に向け、調査・研究・啓発活動や社会的提言の活動をはじめ、県

内の環境活動団体の交流や相互支援の促進、県内環境 NGO のネットワーク形成や人材育成等

を行っている。

5） 研究組織 

   国連大学等と連携を図りながら、プロジェクトを発展させていくための調査・研究や、地域の各

組織が取り組む ESD の評価、指導者の育成等を通じて、プロジェクト参加組織活動のサポートを行

う組織です。

   岡山 ESD プロジェクトに参加している組織の中で、ESD に関する専門的な知識や技能を有する

大学等の組織が担い、それぞれの組織の目的や特性等を踏まえて行います。

   また、このプロジェクトの参加大学やプロジェクトの趣旨に賛同する研究者等で、任意に連携組

織を設け、情報交換や連携強化を図ることにより、地域の研究組織としての機能を補完します。

《参考》

平成 20 年度現在の該当組織としては、下記の組織が考えられます。

A．岡山市環境保全審査会 ESD 推進手法検討専門部会

ESD に関する学識経験者等で構成し、地域の特性に応じた ESD プログラムやカリキュラムの

検討、ESD に係る指導者の育成、地域の教育機関で実施される ESD 活動が効果的に推進されて



いくための助言・提言等を行います。

B．ESD 研究会

 このプロジェクト開始時に、地域の大学の関与が弱かったことから、その役割を補完するため、

ESD に関する専門知識や技能を有する研究者等が、任意に参加して設けられてた組織で、主に、

地域の研究者間の情報交換の場となっている。

C．岡山大学 ESD 研究フォーラム

   岡山大学内で ESD を推進するために設立された研究者間のゆるやかな対話の場で、ESD をテー

マとした講演会等を行っている。将来、地域の大学全体の組織に拡大していくことが期待される。

（2）岡山 ESD ネットワークの形成 

 このプロジェクトを推進するため、（1）上記のプロジェクト推進組織、（2）このプロジェクトに

賛同して自ら活動する機関、及び（3）このプロジェクトを支援する機関等で｢岡山 ESD ネットワー

ク｣（以下「ネットワーク」）を構築します。

   なお、このネットワークは、特に新たな組織化を図るのではなく、岡山 ESD プロジェクトに係わ

る機関等により形成される緩やかな協力関係の構築です。

   また、ネットワークに参加する機関への関連情報の整備・提供を図るため、関連情報の整備・提

供システムの構築を図ります。

（3）各組織や地域の ESD 実施能力を向上させる 

ESD に係る各組織や中学校区単位等の地域が、それぞれの特性に応じた ESD の実施能力を高め

ていくため、次の事項に取り組みます。

1） 指導者の資質能力の向上 

    地域内で、ESD に取り組んでいる様々な組織・機関等の教育者、担当者等を対象に、SD の最

新知見や先進的な ESD 事例等に関する講習会や、多様な組織の指導者が情報や意見の交換などが

できる場を設けること等により、その資質能力の向上を図ります。

2） ESD 学習プログラムや教材の整備 

    このプロジェクトに参加している組織・機関等の成果や課題、他地域の先進事例等を踏まえ、

対象者等の属性や、学習目的、組織や施設の役割・特性等に応じた多彩な ESD 学習プログラムや

教材等を体系的に整備し、また、それを適切に提供する仕組みを整備します。

（4）ESD 推進の拠点づくりを進める 

各組織・機関等における効果的な ESD の推進を支援するとともに、地域全体への SD に関する知

識・理解の向上等を図るため、次の事項に取り組みます。

1） ESD 情報の提供システムの整備 

   市民や事業者等による主体的な持続可能な社会づくりへの取組や、ESD 推進組織・機関による効

果的な活動を支援すること等のため、地域の環境や社会、経済、文化等に関する種々の情報を、

それらの相互関連のもとに総合的・体系的に整備していきます。

2） 既存関連施設の機能強化 



   地域内には、現在、多くの社会教育や学校教育関連施設等があり、地域全体の教育活動の中で中

心的な役割を担っており、これらの諸施設との連携を図って、それらの施設の ESD 機能の強化を

図ります。

    なお、今後、地域に新たに設けられる ESD 関連施設や制度の創出に当たっては、 ESD 推進の

拠点機能が付加されていくよう、関係組織・機関等との連携強化に取り組みます。

（5）自主的な SD 活動の輪を広げる 

 地域から持続可能な社会づくりの輪を広げていくためには、関連各組織・機関等において、適切

な ESD が推進されることにより、地域全体の SD に関する知識・理解の向上が図られ、その成果に

基づき、身近なところから、自主的・積極的な SD 活動が推進されることが重要となります。

   このため、このプロジェクトに参加する各組織・機関等において、まず、自らが SD 活動を実践

するとともに、それぞれの ESD 対象者等による SD 活動が発展するよう、その育成・支援等に取り

組みます。

（6）地域全体や若者への ESD 活動の啓発 

地域内で関連組織が連携して ESD 活動を行うとともに、関連イベントでのパンフレットの配布や

パネルの展示、重点組織の活動の紹介等により、地域全体への ESD の啓発を図るとともに、若者の

積極的な参加を促します。

（7）国内外の RCE 認定地域、国連大学等との情報交換・交流 

   岡山地域関係者の広域的な ESD 関連会議・イベント等への参加や、他の RCE 認定地域関係者と

の相互訪問による交流や情報交換等の促進、国連大学への地域の取組成果に関する情報提供等を通

じて、広域的な ESD の推進に貢献するとともに、それらで得られた他地域の情報を地域内に広く紹

介することにより、地域の効果的な ESD の推進を図ります。

８．プロジェクトの活動資源 

   このプロジェクトの活動資源については、それぞれの組織が既存の資源を活用することを基本と

するとともに、必要に応じて、外部資金を中心に新たな資金の獲得に努めることとします。

   一方、協議会自体の活動資源については、対象地域の自治体が負担することとします。

９．スケジュール 

 このプロジェクトは、2 年ごとの事業期間を設定しており、既に、開始以来 4 年を経過したことか

ら、これまでの成果や課題等を踏まえ、今後 6 年間(第 3 期～第 5 期)における地域全体の ESD を効

果的・計画的に推進するため、次のような方針で段階的に事業を進めることとします。

 なお、地域全体や個別の地域・組織での取組の進捗状況、課題等を踏まえて、適宜必要な見直し

を行うこととします。

（1） 第 3期事業(2009 年 4 月～2011 年 3 月) 
第 1 期及び第 2 期事業における成果と課題を踏まえ、次の事項に取り組むこととします。



ア．地域の関連組織・機関等の主体的な参加、地域内外との連携を促すこと

イ．指導者等の SD に関する理解・認識を高めること

ウ．岡山地域の特性を活かしたプロジェクトや教育プログラムを作成・実施し、市民への啓発を図

ること

エ．プロジェクトに参加している財政基盤の弱い組織の活動を支援すること

オ．中核組織や中間支援組織との一層の拡大を図ること

カ．地域全体への SD に関する知識の普及を図ること

キ．アジア地域等、他の RCE と連携して、生物多様性条約第 10 回締約国会議に貢献すること

（2） 第 4期事業(2011 年 4 月～2013 年 3 月) 
第 3 期事業における成果と課題を踏まえ、第 2 期事業ア～カの他、次の事項に取り組むこととしま

す。

ア．岡山地域の特性を活かして実施したプロジェクトや教育プログラムの実施、検証を行う。

イ．2015 年以降も主体的、継続的に ESD が推進される枠組みを整備する。

（3） 第 5期事業(2013 年 4 月～2015 年 3 月) 
  このプロジェクト全体の成果や課題等を総括し、今後、岡山地域で、各組織・機関等がそれぞれ主

体的な ESD に継続して取り組む枠組みや、必要な場合には、中核組織等が連携して地域全体の ESD
を推進していくための新たな組織づくり（ (仮称)岡山 ESD 推進連絡協議会）を整備した後、プロジ

ェクトを終了します。

10．評価 

 岡山 ESD 推進協議会及び岡山市は、プロジェクト参加各組織・機関からの取組状況や自己評価等に

関する報告結果等をとりまとめるとともに、必要に応じて、その結果等に基づき、ESD 評価委員会や

岡山市環境保全審査会 ESD 推進手法検討専門部会、大学等の研究組織が、プロジェクト全体の実施状

況の評価を行い、その結果を公表するとともに、関係機関に提供します。

 また、必要に応じて、市民等を対象とした ESD への参加状況、SD の認識度、持続可能な社会づく

り活動への参加状況等に関する意識調査を実施します。

11．プロジェクトの見直し 

 地域全体や各個別の地域・組織での取組成果や課題等に的確に対応するため、見直しが必要な場合

は、適切に対応していくこととします。

12．基本構想の改訂 

この基本構想については、必要に応じ、岡山 ESD 推進協議会において改訂します。


